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１．はじめに
下着やキャミソールの肩紐が何度もずり落ちる、と
いう経験はないだろうか。肩紐の付け位置や角度が身
体の凹凸にあっていないと、とても脱げやすくなって
しまう。アンダーウエアがわかりやすい例であるが、
服にも同じことが言える。デザイン線の位置や支える
方向が体に合っていないと、とても着にくい服になっ
てしまう。
本研究では、体におさまりの良い服を目指して体の
凹凸にそって切替線やダーツをいれた作品をドレーピ
ングで数点作成した。同時にパターンを掲載する。
２．力の方向を考える
体のラインに収まるようにするには、体の凹凸と洋
服を支える方向が大事である。レース用の水着等は、
水中で激しく動いても脱げないように非常によくでき
ている。（図１）
縫い目の方向は、後ろウエスト上部に円状につなが
るように作られてある。円状にくり抜かれたところに
は強いゴムが縫い込んであり、着用するとゴムが小さ
く戻ろうとする動きで常に全ての縫い目を引っ張って
いる。また、円状にくり抜いてあることで、縦に長い
体型の人や、やや横に広がる体型の人が着用しても、
円が縦長、もしくは横長の楕円になることでカバーで
図１ 競泳用水着 arena
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図３ 作成例
図４ 力の作用
きる。多少体型に個人差があっても、フィット感を
保ったまま着用することが可能である。
綿テープを使用して図１の水着のデザイン線をボ
ディ上に表すと図２のようになる。テープの位置で力
のバランスがとれていると、ボディにピンを刺さなく
てもデザインの形状を保持できる。これは様々なデザ
インに応用できる。
３．洋服づくりへの応用
図２のようにボディの形状におさまりやすい位置
を、綿テープを使用して探っていく。（図３ 作成例）
デザインによってテープの位置は様々である。テー
プを体の傾斜に対して無理な位置に渡すと、脱げやす
くなってしまうので注意しながら、デザインとの兼ね
合いを考えていくことが重要である。
その後、力のかかる方向を考慮していく。図４の青
い矢印方向に力を加えると、重りの間隔が狭くなるよ
うに作用する。（図４ 写真中央）更に力を加えると
更に間隔が狭まっていく。（図４ 写真右）
通常衣服は重力のある状態で着用するため、V字に
入ったデザイン線には重さを加えることで縫い目が下
方向に引かれるように作用する。そうすると両端で支
えていた部分が中央側に移動する。人体には凹凸があ
るため、移動した先にくぼみ、または突起があるとそ
こで支えられ、動きが停止する。人体の形状に多少の
差があっても、カバーできる衣服になる。
図２ 縫い目の位置を綿テープで表した図
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図５ 見返し作成例
図６ 見返し作成例
A
CB
図７ シルエットのアウ
トライン図
４．地の目の方向を考える
テープでデザイン線の位置
を決めたら、テープの位置に
合わせてドレーピングしてい
く。その時に注意しなければ
いけないのは地の目の方向で
ある。前中心や後中心の地の
目が通っているものが多いが、
場合によってはバイアスに通
したり、伸ばしたくない方向
に縦地を通したりすることも
ある。
図５・図６は見返しを作成
する時の画像である。地の目
を赤矢印の方向に通すことで
その方向に伸びにくいように
なっている。他にも肩から吊
る紐やリボンなど、力がか
かったり、引っ張られたりす
る部分には縦地を通した方が
効果的である。
５．伸ばしを活用する
地の目の方向によって、布をあえて伸ばすことも可
能である。効果的な場所でのばしを入れることでシル
エットに変化をつけることができる。図７の青い線は
ドレスのシルエットのアウ
トラインと縫い目を表して
いる。脇側のシルエットが
縫い目の位置より下でシェ
イプしている。Aの位置に
伸ばしを入れることによっ
てより体にフィットさせる
ことが可能である。
前述したことをとり入れ
ながら実際のドレーピング
を開始していく。
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図８ 完成トワル写真
図９ 制作過程写真 図１０ 制作過程写真 図１１ 制作過程写真
６．実際に作成する
デザイン №１
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図１２
デザイン
№１
１st パターン
（縮率１４．２％）
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図１３ 完成トワル写真
図１４ 完成実物写真
図１５ 制作過程写真 図１６ 制作過程写真 図１７ 制作過程写真
デザイン №２
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図１８
デザイン №２
完成１st パターン
（縮率 １４．２％）
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図２１ 制作過程写真
図１９ 完成トワル前方写真
図２２ 制作過程写真
図２０ 完成トワル後方写真 図２３ 制作過程写真
デザイン №３
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図２４
デザイン №３
完成１st パターン
（縮率１４．２％）
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７．まとめ
衣服は布という不安定な媒体を通して造形するもの
であるが、それ故に伸ばしたり、いせたりすることが
可能である。縫い目をただのデザイン線と捉えるので
はなく、そこに効果を与えることで、フィットさせた
り、体から離したりすることができる。またその効果
を利用して、デザインに雰囲気を持たせることも可能
である。
洋服は展示するオブジェではなく、人が着るもので
ある以上、ある程度の動きをカバーできるものでなく
てはならない。一つのデザインに対して考えなければ
ならない要素はたくさんあるが、最終的に人が着ると
いう目的からそれることはない。
今回の製作はボディでの製作が主体となっているの
で今後人体での検証も必要ではないかと考える。
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